
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2(2020)年 7 月 9 日 第 7 号 文責 校長 陣内富子 

児童数 321 名 

勧興のまち再発見～防災の視点から～  本年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら、1学期は校外に出ての活動を控え、校内でできる活動を進めています。どの学年もこれまでの

計画を少なからず変更して学習や取り組みを進めていますが、5年生は総合的な学習の時間「あい

あい」で、標記のタイトルの学習を進めています。子供たちも昨年 8月の佐賀豪雨の記憶があるの

で、防災について熱心に調べ活動を行っています。そんな中、6 月 26 日(金)に地域で活動してお

られるお二人の方からお話を聞くことができました。3校時目には勧興校区のハザードマップ作成 

を推進されているまちなみ部会長の森園様か 

ら、5校時目には老人クラブ会長の徳久様か 

ら洪水に見舞われる地域の状況や内水氾濫 

について、さらにご自身が体験されたこと 

等をうかがいました。勧興のまちを防災の 

視点から見つめ直す機会となっています。 

折りしも、今週初めに大雨特別警報が発令される事態となりました｡子供たちが自ら身を守る行動

をとることができるよう、防災について学ぶ意義が高まっていると感じています。 

＊臨時休業もありましたが、今後も急激な雨雲の動きで下校が早まる場合が考えられます。引き続き、安全最優先へのご協力をお願いします。 

 

教育目標 豊かな心と勧興魂の実現をめざす子どもの育成 

★裏面もご覧ください。⇒勧興小学校に関する用語について紹介のつづき、８月の主な行事予定（変更後） 

 

勧興小学校に関する用語について紹介します 
 今回は本校でよく使う言葉や本校ならではの取り組みで用いる言葉についてお知らせします。

校内では当たり前に用いていても、一般的でない言葉もあるので、本校に関わる皆様に広くご存

知いただきたいと考えました。 

① 勧興魂（かんこうだましい） 昭和 46(1971)年に創られた本校のがんばりの 

心を表す合言葉「勉強はベストをつくし運動はくたくたになるまで」 

② 勧興読本（かんこうとくほん） 昭和 49(1974)年、創立 100 周年を記念して 

創刊された本校を紐解く書物。それ以来 10 年ごとに改訂増補されており全児 

童が所持している。もし、お手元にない場合は学校にご連絡ください。 

③ 勧興体操  昭和 44(1969)年から続けている赤いはちまきを手にして行う体操。曲は「巨人

の星」。本年度は月に 2回実施予定。運動会の準備運動としても継続して実施している。 

④ 勧マーク  昭和 23(1948)年に創られた本校のマーク(本紙上部に掲載のマーク)で、『勧興読

本』には「ハトのマーク」と記されている。＊体操服上着には左胸に勧マークを付ける。アイ

ロンで付けることができる勧マークは事務室で購入可(1 枚 200 円)。 

⑤ 立腰（りつよう） 平成 29(2017)年から試行し、平成 30(2018)年 4 月からは、毎朝始業開始

時に行っている、腰骨を立てて背筋を伸ばして座る姿勢を保つ活動。8時 15 分に全校放送「足

の裏を床につけ、腰骨を立てます。下腹に少し力を入れ、肩の力を抜きましょう。手は膝の上

で目を閉じます。立腰始め」で行う。わずか 1分間だが、音が消え、学校全体が静寂に包まれ

る。子供も大人もやる気スイッチを入れる時間になる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月の主な行事予定(変更後) 
１日(土)夏休み開始、勧興校区ラジオ体操会中止 

 ６日(木)登校日中止 

１１日(月)校納金口座引き落とし日 

１３日(木)学校閉庁日（～１４･１５日） 

２４日(月)第２学期始業式、下校 12:00 

２５日(火)午前中授業、下校 12:00(～２６日) 

２７日(木)給食開始 

２９日(土)PTA 親子除草作業 

３１日(月)委員会活動 

 

◇９月５日(土)土曜授業、下校 11:30 

成章中説明会(保護者のみ) 

   ７日(月)５年宿泊学習（～８日） 

北山少年自然の家 

⑥ 複数担任制  昭和 47(1972)年から始めた、二学級を二人の先生で指導する方法。学年 2クラ

ス及び特別支援学級担任が担当クラスのみならず、同学年の他のクラスも複数担任として指導

にあたっている。体育や生活科・総合的な学習の時間は、1組と 2組が合同で行ったり、1組担

任が 2 クラスの社会を、2 組担任が理科を指導したりしている。通知表の表紙には、学級担任

名と複数担任名を明記している。お子様についての相談の際は学級担任と複数担任のどちらに

問い合わせてもＯＫ。 

⑦ はと活動  1～6 年の異学年縦割りグループによる活動。 

本年度は全 20 グループ編制で、木曜朝の時間に月 2回程 

度実施。活動内容は、グループごとにリーダーである 6年 

生が計画する。現在昼休みを利用して、5・6年生が主体と 

なり、はとグループ交流会を開催している。 

⑧ つぼみ・わかば・あおば学級  本年度開設している特別支援学級の名称。本校の特別支援学

級の歴史は古く、これまでに、つぼみ(知的)、わかば(自閉症・情緒)、ふたば(弱視)、あおば

(難聴)、みどり(病弱)学級をその年度の状況により開設している。学校要覧を紐解くと、つぼ

みの名称が記されているのは昭和 47 年から。多くの学校では全て同じ名前の学級で運用して

いることが多いが、本校では、子供の成長を願い伸びやかなグリーンが成長する言葉で表して

いる。昨年度はその頭文字を用いて「つ・わ・ふ・あ」学級と称していたが、この 7月より思

いを託す学級名を大事にして、短縮した呼び方を控えることにした。その年度に開設している

学級名を連続して呼ぶようにしたので、本年度は「つぼみ・わかば・あおば」学級と呼ぶ。 

⑨ 通級指導教室  本校には「ことば」と「まなび」の通級指導教室があり、本校や他校の児童

が決まった時間に通級し学習している。双方の教室が設置されているのは佐賀市内で本校のみ

である。ことばの教室は、言葉に関する指導を行い、子供たちが自信をもって学習に取り組み、

学校生活を送れるように援助をしている。まなびの教室は、子供の特性に応じた個別指導や少

人数での活動を通して、学校生活にうまく適応していけるように援助をしている。 

⑩ すくすくテスト  月曜日朝、毎月 2回 4・5・6年生対象に実施している国語と算数の基礎・

基本の定着を目指した小テスト。平成 25(2013)年に佐賀県教育委員会が 5・6 年生対象に開始

したものだが、本校では翌(2014)年から対象を 4年生までに拡大した。その後、テスト問題の

配信がなされなくなってからも、本校独自に学力向上を目指して継続して取り組んでいる。 

⑪ 「いじめ・いのちを考える日」アンケート  佐賀市では平成 18(2007)年から毎月 1日を「い

じめ・いのちを考える日」として、学校・家庭・地域社会のあらゆる場所で子供たちと一緒に 

「いじめをなくそう みんなの力で」という考えで取り組みを継続している。本校ではその取

り組みの一つとして、毎月はじめに子供はもちろんのこと、保護者の方へアンケートをお願い

している。気になることをアンケートで知らせていただけるので、早期対応ができ、誤解を解

いたり関係をつないだりできる。子供用のアンケート名は「なかよしアンケート」としている。 

コロナ対策の「フラフープじゃんけん列車」 


